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１ 課題を取り上げた背景 

 近年、SDGsや森林経営管理制度等により、わが国の林業は転換期を迎え、

国産材の自給率を 50%にすることや国産材の生産量を年間 4000万 m³に増加さ

せることを目指しています。そこで、課題の１つになることが、増加する国

産材をいかに流通させていくかという課題です。今後の木材流通の増加を見

据え、ICTを活用した「スマート林業」を実現する必要があります。 

また、川上の供給情報と川下の需給情報を ICTによって、リアルタイムで

共有して販売することで、流通経費を削減しつつ、需要に応じた木材生産が

可能となります。本研究では ICTを活用して、丸太の検知を簡易的にできる

手法を調査し、検証を試みました。 

 

２ 取組の経過 

本研究では、基準値として従来の方法である「手

検知」を実施し、スマートフォン等用のアプリであ

る「AI丸太検知くん」とカメラとパソコンを利用す

る「検知丸」の２種類のソフトを活用した検知方法

を基準値と比較しました（写真１）。 

なお、誤差については林野庁の検知請負検査に関

しての基準等において、「径級については 95%以上の

合致をもって合格」としていることから、誤差５%

以内であれば問題なく使用できると判断します。    

時間については、屋外での調査時間と屋内でのデータ解析時間を合計して

比較しました。 

 

３ 実行結果 

調査の結果、手検知の材積を 100%として、ICTを活用した場合の材積との

比率を算出したところ、AI丸太検知くんは 99.1%、検知丸は 101.1%となりま

した。いずれも誤差５%以内であり、問題なく使用できるということがわかり

ました。また、検知時間については、70本までは手検知が最も早く、150本

以上になると AI丸太検知くんが最も早くなりました。 

  

４ 考察 

本研究では、ICTを活用して検知を行ったところ、材積の誤差は基準値内

になることがわかりました。また、検知時間については、150本以上の場合

は ICTを活用すると最も早くなりました。また、屋内での作業時間が増える

ことで労働環境の改善も期待できます。 

これらのことから、ICTを活用することで従来の方法と比較して、早く正

確に検知を行うことができるということがわかりました。ただ、検知は価格

に大きな影響を与えるため、まずは国有林で試験的に導入し、さらに精度の

高い検証を行った後、林業・木材業界へと普及させ、木材流通のデジタル化

を検討すべきだと考えます。 

（写真１：AI丸太検知くん検知画面） 

 

（表１：調査結果一覧） 

 

 


